






要約:ターミナルケアを必要とした 3 家族の心理面接を行った。ターミナルステージや子

供達の死後抽出されてくる各家族の疾患及び死への受容の違いが明らかとなった。それぞ

れの家庭環境の違いを理解し、時期を逸することなく適確にその家族に対応していくこと

が必要と思われる。一方、家族の子供への評価は患児の年齢や病歴に関係なく、親を思い

やる姿が浮かびあがってきた。このような親と子の信頼関係を継続させることが、ターミ

ナルステージにおける子供の人格を保障していくうえで最も重要である。


